
　
2
0
1
8
年
12
月
の
労
働
政
策
審
議

会（
厚
生
労
働
省
の
諮
問
機
関
）に
お
い

て
、企
業
に
職
場
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

（
以
下
、パ
ワ
ハ
ラ
と
い
う
）の
防
止
措
置
を

講
じ
る
よ
う
法
律
で
義
務
付
け
る
こ
と
な

ど
を
柱
と
し
た
報
告
書
が
提
示
さ
れ
、了

承
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
報
告
書
を
踏
ま
え

て
法
案
が
作
成
さ
れ
、2
0
1
9
年
の
通

常
国
会
で
提
出
さ
れ
る
予
定
で
す
。防
止

措
置
の
具
体
的
な
内
容
は
厚
生
労
働
省
の

指
針
で
示
さ
れ
ま
す
が
、行
為
者
の
処
分

規
定
や
相
談
窓
口
の
設
置
な
ど
が
盛
り
込

ま
れ
る
見
込
み
で
す
。

　
本
誌
を
参
考
に
、今
一
度
パ
ワ
ハ
ラ
の
基

本
的
な
考
え
方
や
現
状
を
理
解
し
、職
場

に
お
け
る
パ
ワ
ハ
ラ
対
策
を
再
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

　
職
場
の
パ
ワ
ハ
ラ
と
は
、「
同
じ
職
場
で

働
く
者
に
対
し
て
、職
務
上
の
地
位
や
人

間
関
係
な
ど
の
職
場
内
で
の
優
位
性
を

背
景
に
、業
務
の
適
正
な
範
囲
を
超
え
て
、

精
神
的
・
身
体
的
苦
痛
を
与
え
る
又
は
職

場
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
行
為
」を
い
い
ま

す
。（
※
1
）

　
こ
の
定
義
に
お
い
て
は
、左
記
が
明
確
に

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、職
場
の
パ
ワ
ハ
ラ
の
現
状
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。都
道
府
県
労
働
局
等

に
寄
せ
ら
れ
る「
い
じ
め・嫌
が
ら
せ
」に
関

す
る
相
談
は
年
々
増
加
し
、2
0
1
2
年

度
以
降
す
べ
て
の
相
談
の
中
で
ト
ッ
プ
の

件
数
と
な
っ
て
お
り
、今
な
お
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す（
図
表
1
参
照
）。

　
2
0
1
6
年
度
に
厚
生
労
働
省
が
実

施
し
た「
職
場
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

関
す
る
実
態
調
査
」（
以
下
、実
態
調
査
と

い
う
）に
よ
る
と
、「
過
去
3
年
間
に
パ
ワ
ハ

ラ
に
該
当
す
る
事
案
の
あ
っ
た
企
業
」は

回
答
企
業
全
体
の
36・3
%
、「
過
去
3
年

間
に
パ
ワ
ハ
ラ
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
」と

回
答
し
た
者
は
回
答
者
全
体
の
32
・
5
%

で
あ
り
、多
く
の
企
業
、労
働
者
に
と
っ
て

パ
ワ
ハ
ラ
が
身
近
で
現
実
的
な
問
題
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
よ

う
な
中
、国
は
ポ
ス
タ
ー
・リ
ー
フ
レ
ッ
ト

等
の
配
布
や
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
運
営
等

に
よ
る
周
知・啓
発
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

抜
本
的
な
対
策
が
必
要
と
し
て
、冒
頭
で

触
れ
た
法
制
化
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
職
場
で
パ
ワ
ハ
ラ
が
起
こ
っ
た
場
合
、企

業
は
、使
用
者
責
任（
民
法
7
1
5
条
）や

安
全
配
慮
義
務
違
反（
労
働
契
約
法
5
条
）

な
ど
に
よ
り
、責
任
を
問
わ
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。ま
た
、実
態
調
査
で
は
、「
パ

ワ
ハ
ラ
が
職
場
や
企
業
に
与
え
る
影
響
」の

調
査
結
果
と
し
て
、「
職
場
の
雰
囲
気
が
悪

く
な
る
」（
93
・
5
%
）、「
従
業
員
の
心
の

健
康
を
害
す
る
」（
91・5
%
）、が
挙
げ
ら

れ
て
お
り
、パ
ワ
ハ
ラ
に
よ
る
職
場
環
境
の

悪
化
、従
業
員
の
心
身
の
不
調
や
能
力
発

揮
の
阻
害
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、企
業
は
ど
の
よ
う
に
パ
ワ
ハ

ラ
対
策
を
進
め
て
い
け
ば
い
い
の
で
し
ょ
う

か
。対
策
の
基
本
的
な
枠
組
の
構
築
に
は
、

図
表
２
の
７
つ
の
取
組
に
つ
い
て
実
施
す

る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。実
態
調
査
で
は
、企

業
が
効
果
を
実
感
で
き
た
取
組
と
し
て
、

　
今
後
、法
制
化
に
よ
り
パ
ワ
ハ
ラ
の
防
止

措
置
が
企
業
に
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、「
法
律
が
で
き
た
か
ら
」で
は

な
く
、従
業
員
の
心
の
健
康
を
確
保
し
、職

場
の
生
産
性
を
最
大
化
さ
せ
る
こ
と
、す

な
わ
ち「
健
康
経
営
」の
取
り
組
み
の
一
環

と
し
て
パ
ワ
ハ
ラ
の
予
防・解
決
に
積
極
的

に
取
り
組
む
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
※
1
）厚
生
労
働
省「
職
場
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
予
防・解
決
に
向
け
た
提
言
」

（
※
2
）厚
生
労
働
省「
あ
か
る
い
職
場
応
援
団
」

https://w
w
w
.no-harassm

ent.m
hlw
.

go.jp

「
管
理
職
を
対
象
に
パ
ワ
ハ
ラ
に
つ
い
て

の
講
演
や
研
修
会
を
実
施
し
た
」（
74
・

2
%
）、「
一
般
社
員
等
を
対
象
に
パ
ワ
ハ

ラ
に
つ
い
て
の
講
演
や
研
修
会
を
実
施
し

た
」（
69・6
%
）が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
は
、パ
ワ
ハ
ラ
対
策
に
つ
い

て
の
総
合
情
報
サ
イ
ト（
※
2
）に
て
、パ
ワ
ハ

ラ
の
裁
判
事
例
や
取
組
事
例
、対
策
導
入

マ
ニュ
ア
ル
な
ど
を
公
開
し
て
い
ま
す
。パ
ワ

ハ
ラ
対
策
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、こ
れ
ら

も
参
考
に
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
図
表
３
は
、パ
ワ
ハ
ラ
対
策
の
実
施
前
と

実
施
後
に
、職
場
環
境
に
つ
い
て
調
査
し
た

も
の
で
す
が
、取
組
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

パ
ワ
ハ
ラ
に
関
す
る
職
場
環
境
の
改
善
や
従

業
員
の
意
識
が
向
上
し
て
い
る
こ
と
が
見
て

と
れ
ま
す
。実
際
に
実
態
調
査
で
も
、パ
ワ
ハ

ラ
の
予
防・解
決
の
た
め
の
取
組
の
効
果
と

し
て
、取
組
実
施
企
業
の
多
く
で
、「
管
理

職
の
意
識
の
変
化
に
よ
って
職
場
環
境
が
変

わ
る
」（
43・1
%
）、「
職
場
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョン
が
活
性
化
す
る
／
風
通
し
が
良
く
な

る
」（
35・6
%
）が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

職場におけるパワーハラスメント対策

知って対策
リスクに備える

special
3

職
場
で
求
め
ら
れ
る

パ
ワ
ハ
ラ
対
策

Ⅲ

職
場
の
パ
ワ
ハ
ラ
と
は

Ⅰ

■ 上司から部下に対するものに限られず、職務上の地位や人間関係といった
「職場内での優位性」を背景にする行為が該当すること
■ 業務上必要な指示や注意・指導が行われている場合には該当せず、「業務の
適正な範囲」を超える行為が該当すること

パ
ワ
ハ
ラ
の
現
状

Ⅱ

［図表1］民事上の個別労働紛争：主な相談内容別の件数推移（10年間）

出典：厚生労働省「2017年度個別労働紛争解決制度施行状況」 ※（　）内は対前年度比

出典：厚生労働省「職場のパワーハラスメントについて」
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000126546.html
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■ 上司から部下に対するものに限られず、職務上の地位や人間関係といった
「職場内での優位性」を背景にする行為が該当すること
■ 業務上必要な指示や注意・指導が行われている場合には該当せず、「業務の
適正な範囲」を超える行為が該当すること

パ
ワ
ハ
ラ
の
現
状

Ⅱ

［図表1］民事上の個別労働紛争：主な相談内容別の件数推移（10年間）

出典：厚生労働省「2017年度個別労働紛争解決制度施行状況」 ※（　）内は対前年度比

出典：厚生労働省「職場のパワーハラスメントについて」
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000126546.html

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

80,000

60,000

40,000

20,000

0

いじめ・嫌がらせ
72,067件（+1.6%）

退職勧奨
20,736件（-5.3%）

労働条件の引下げ
25,841件（-6.8%）

解雇
33,269件（-9.5%）

自己都合退職
38,954件（-3.5%）
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解
決
す
る
た
め
に

予
防
す
る
た
め
に

　
2
0
1
8
年
12
月
の
労
働
政
策
審
議

会（
厚
生
労
働
省
の
諮
問
機
関
）に
お
い

て
、企
業
に
職
場
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

（
以
下
、パ
ワ
ハ
ラ
と
い
う
）の
防
止
措
置
を

講
じ
る
よ
う
法
律
で
義
務
付
け
る
こ
と
な

ど
を
柱
と
し
た
報
告
書
が
提
示
さ
れ
、了

承
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
報
告
書
を
踏
ま
え

て
法
案
が
作
成
さ
れ
、2
0
1
9
年
の
通

常
国
会
で
提
出
さ
れ
る
予
定
で
す
。防
止

措
置
の
具
体
的
な
内
容
は
厚
生
労
働
省
の

指
針
で
示
さ
れ
ま
す
が
、行
為
者
の
処
分

規
定
や
相
談
窓
口
の
設
置
な
ど
が
盛
り
込

ま
れ
る
見
込
み
で
す
。

　
本
誌
を
参
考
に
、今
一
度
パ
ワ
ハ
ラ
の
基

本
的
な
考
え
方
や
現
状
を
理
解
し
、職
場

に
お
け
る
パ
ワ
ハ
ラ
対
策
を
再
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

　
職
場
の
パ
ワ
ハ
ラ
と
は
、「
同
じ
職
場
で

働
く
者
に
対
し
て
、職
務
上
の
地
位
や
人

間
関
係
な
ど
の
職
場
内
で
の
優
位
性
を

背
景
に
、業
務
の
適
正
な
範
囲
を
超
え
て
、

精
神
的
・
身
体
的
苦
痛
を
与
え
る
又
は
職

場
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
行
為
」を
い
い
ま

す
。（
※
1
）

　
こ
の
定
義
に
お
い
て
は
、左
記
が
明
確
に

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、職
場
の
パ
ワ
ハ
ラ
の
現
状
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。都
道
府
県
労
働
局
等

に
寄
せ
ら
れ
る「
い
じ
め・嫌
が
ら
せ
」に
関

す
る
相
談
は
年
々
増
加
し
、2
0
1
2
年

度
以
降
す
べ
て
の
相
談
の
中
で
ト
ッ
プ
の

件
数
と
な
っ
て
お
り
、今
な
お
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す（
図
表
1
参
照
）。

　
2
0
1
6
年
度
に
厚
生
労
働
省
が
実

施
し
た「
職
場
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

関
す
る
実
態
調
査
」（
以
下
、実
態
調
査
と

い
う
）に
よ
る
と
、「
過
去
3
年
間
に
パ
ワ
ハ

ラ
に
該
当
す
る
事
案
の
あ
っ
た
企
業
」は

回
答
企
業
全
体
の
36・3
%
、「
過
去
3
年

間
に
パ
ワ
ハ
ラ
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
」と

回
答
し
た
者
は
回
答
者
全
体
の
32
・
5
%

で
あ
り
、多
く
の
企
業
、労
働
者
に
と
っ
て

パ
ワ
ハ
ラ
が
身
近
で
現
実
的
な
問
題
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
よ

う
な
中
、国
は
ポ
ス
タ
ー
・リ
ー
フ
レ
ッ
ト

等
の
配
布
や
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
運
営
等

に
よ
る
周
知・啓
発
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

抜
本
的
な
対
策
が
必
要
と
し
て
、冒
頭
で

触
れ
た
法
制
化
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
職
場
で
パ
ワ
ハ
ラ
が
起
こ
っ
た
場
合
、企

業
は
、使
用
者
責
任（
民
法
7
1
5
条
）や

安
全
配
慮
義
務
違
反（
労
働
契
約
法
5
条
）

な
ど
に
よ
り
、責
任
を
問
わ
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。ま
た
、実
態
調
査
で
は
、「
パ

ワ
ハ
ラ
が
職
場
や
企
業
に
与
え
る
影
響
」の

調
査
結
果
と
し
て
、「
職
場
の
雰
囲
気
が
悪

く
な
る
」（
93
・
5
%
）、「
従
業
員
の
心
の

健
康
を
害
す
る
」（
91・5
%
）、が
挙
げ
ら

れ
て
お
り
、パ
ワ
ハ
ラ
に
よ
る
職
場
環
境
の

悪
化
、従
業
員
の
心
身
の
不
調
や
能
力
発

揮
の
阻
害
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、企
業
は
ど
の
よ
う
に
パ
ワ
ハ

ラ
対
策
を
進
め
て
い
け
ば
い
い
の
で
し
ょ
う

か
。対
策
の
基
本
的
な
枠
組
の
構
築
に
は
、

図
表
２
の
７
つ
の
取
組
に
つ
い
て
実
施
す

る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。実
態
調
査
で
は
、企

業
が
効
果
を
実
感
で
き
た
取
組
と
し
て
、

　
今
後
、法
制
化
に
よ
り
パ
ワ
ハ
ラ
の
防
止

措
置
が
企
業
に
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、「
法
律
が
で
き
た
か
ら
」で
は

な
く
、従
業
員
の
心
の
健
康
を
確
保
し
、職

場
の
生
産
性
を
最
大
化
さ
せ
る
こ
と
、す

な
わ
ち「
健
康
経
営
」の
取
り
組
み
の
一
環

と
し
て
パ
ワ
ハ
ラ
の
予
防・解
決
に
積
極
的

に
取
り
組
む
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
※
1
）厚
生
労
働
省「
職
場
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
予
防・解
決
に
向
け
た
提
言
」

（
※
2
）厚
生
労
働
省「
あ
か
る
い
職
場
応
援
団
」

https://w
w
w
.no-harassm

ent.m
hlw
.

go.jp

「
管
理
職
を
対
象
に
パ
ワ
ハ
ラ
に
つ
い
て

の
講
演
や
研
修
会
を
実
施
し
た
」（
74
・

2
%
）、「
一
般
社
員
等
を
対
象
に
パ
ワ
ハ

ラ
に
つ
い
て
の
講
演
や
研
修
会
を
実
施
し

た
」（
69・6
%
）が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
は
、パ
ワ
ハ
ラ
対
策
に
つ
い

て
の
総
合
情
報
サ
イ
ト（
※
2
）に
て
、パ
ワ
ハ

ラ
の
裁
判
事
例
や
取
組
事
例
、対
策
導
入

マ
ニュ
ア
ル
な
ど
を
公
開
し
て
い
ま
す
。パ
ワ

ハ
ラ
対
策
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、こ
れ
ら

も
参
考
に
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
図
表
３
は
、パ
ワ
ハ
ラ
対
策
の
実
施
前
と

実
施
後
に
、職
場
環
境
に
つ
い
て
調
査
し
た

も
の
で
す
が
、取
組
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

パ
ワ
ハ
ラ
に
関
す
る
職
場
環
境
の
改
善
や
従

業
員
の
意
識
が
向
上
し
て
い
る
こ
と
が
見
て

と
れ
ま
す
。実
際
に
実
態
調
査
で
も
、パ
ワ
ハ

ラ
の
予
防・解
決
の
た
め
の
取
組
の
効
果
と

し
て
、取
組
実
施
企
業
の
多
く
で
、「
管
理

職
の
意
識
の
変
化
に
よ
って
職
場
環
境
が
変

わ
る
」（
43・1
%
）、「
職
場
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョン
が
活
性
化
す
る
／
風
通
し
が
良
く
な

る
」（
35・6
%
）が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　本記事は、東京海上日動火災保険株式
会社の「WINプラザ」2019年2月号から
の出典／転載となります。
　WINプラザは、東京海上日動火災保
険株式会社が運営する会員組織「WIN
クラブ」（入会金・年会費無料）の会員情
報誌です。WINクラブならびにWINプラ
ザに関心がある方は、WINクラブ事務局
までご連絡を宜しくお願い致します。

［図表3］パワハラ対策の取組実施前後の職場環境の変化

出典：厚生労働省「パワーハラスメント対策導入マニュアル（第3版）」をもとに編集 回答取組実施企業：取組実施前の調査／7社874人　 
取組実施後の調査／7社780人、％

ま
と
め

Ⅳ

［図表2］基本的なパワハラ対策として取り組むべき項目

出典：厚生労働省「職場のいじめ・嫌がらせ問題に関する円卓会議ワーキンググループ報告書」

トップのメッセージ

ルールを決める

実態を把握する

教育する

周知する

相談や解決の場を設置する

再発防止のための取組

1

2

3

4

5

6

7

■ 組織のトップが、職場のパワーハラスメントは職場からなくす
  べきであることを明確に示す

■ 就業規則に関係規定を設ける、労使協定を締結する
■ 予防・解決についての方針やガイドラインを作成する

■ 従業員アンケートを実施する

■ 研修を実施する

■ 組織の方針や取組について周知・啓発を実施する

■ 企業内・外に相談窓口を設置する、職場の対応責任者を決める
■ 外部専門家と連携する

■ 行為者に対する再発防止研修等を行う

■そう思う　■どちらともいえない　■そう思わない　■わからない

32 31 20 17
当社の経営者・管理職は、パワハラに該当
する行為をしないよう意識していると思う
（n＝819）

38 23 25 13
当社では、パワハラを受けたとき、見たり
聞いたりしたときに、誰あるいはどこに相談
すればよいのか、明確になっている（n＝819）

31 34 27 8

39 34 15 12

55 24 13 8

54 31 11 4
当社では、パワハラをしてはいけない行為
とし、働きやすい職場環境づくりにつとめ
ていると思う（n＝820）

取組実施前の調査 取組実施後（実施から3～4か月）の調査

（n=748）

（n=750）

（n=750）

今月のTopics
Fukuoka Financial group

「第10期FFG次世代経営塾」を開講 

0
1
9
年
10
月
18
日（
金
）、

福
岡
銀
行
本
店
4
階
の
セ

ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
に
お
き
ま
し
て
、「
第
10

期
F
F
G
次
世
代
経
営
塾
」を
開
講

い
た
し
ま
し
た
。 

　「
F
F
G
次
世
代
経
営
塾
」は
、

F
F
G
4
行
の
お
取
引
先
企
業
の
若

手
経
営
者
や
後
継
者
の
方
々
を
対
象 

に
、経
営
に
役
立
つ
幅
広
い
知
識
の

習
得
と
、経
営
者
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
作
り
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

　
初
回
は
、「『
人
を
動
か
す
』経
営
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
講
義
が
あ
り
、今
後

の
経
営
に
活
用
で
き
そ
う
な
内
容

に
、塾
生
は
真
剣
な
眼
差
し
で
聞
き

入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。  

 

11
月
以
降
は「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」、

「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」、「
事
業
開
発
」、

「
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」、「
人
事
評
価
制

度
」、「
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」に
つ
い
て

学
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。講
義
後
の
懇

親
会
で
は
、異
業
種
交
流
で
盛
り
上

が
り
、親
交
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。１
〜
９
期
の
卒
塾
生
と
10
期
の
塾

生
が
集
ま
る
懇
親
会
も
12
月
に
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
F
F
G
は
今
後
も「
あ
な
た
の
い
ち

ば
ん
に
。」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
将
来

を
担
う
地
元
経
営
者
の
た
め
に
有
益

な
情
報
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

▲デール・カーネギー・トレーニングジャパン株式会社の石原氏による講義風景

▲講義後の懇親会の様子 ▲開講の挨拶をするFFGビジネスコンサルティ
　ング久積社長

2
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